
かわにし　ぶんかざい　めぐり　めいろ　～答え～

スタート

ゴール

台場クヌギ

平安製錬所跡

水明台のエドヒガン

多田銀銅山間歩群

平野鉱泉工場跡

多田神社（拝殿）

勝福寺古墳

加茂遺跡満願寺

旧福田家住宅

　間歩とは、坑道のこと。

平安時代には採掘がはじ

まっており、昭和の終わ

り頃まで採掘が続いた。

　一庫炭の材料となるク

ヌギ。ずんぐりとした太

い幹から細い幹が枝分か

れする姿が特徴。

　製錬とは、鉱石から金

属を取り出す工程。多田

銀銅山でとられた鉱石か

ら銅を取り出していた。

　三ツ矢サイダーやその

前身を製造していた工場

跡地。復原された塔の他、

当時の建物も一部残る。

　川西市内にある唯一の

前方後円墳。石を積み上

げた石室の中に棺がおさ

められていた。

　弥生時代の大規模な環

濠集落。

　板塀に囲われた大きな

建物跡が見つかっている。

　源氏一門の祈願所とし

て栄えたお寺。

　宝塚市にかこまれてお

り、飛び地になっている。

　源満仲が建てた多田院

というお寺がはじまり。

　現在の本殿・拝殿・随

神門は江戸時代の建築。

　ソメイヨシノのもとに

なった桜。一ヶ所にまと

まって生えるのは猪名川

上流域に限られる。

　江戸時代の中頃に建て

られた民家。一庫ダムの

建設で湖底に沈む前に、

深山池公園に移築・復元。
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( 満願寺町７)

( 多田院多田所町 1)

( 水明台 1丁目 7-1 ほか )

( 美山台 3丁目 5-1)

( 国崎字小路 13 ほか )

( 南花屋敷 2丁目ほか )

( 火打 2丁目 393)

( 平野 3丁目 )

( 下財町 4-1)

( 黒川字奥瀧谷 16 ほか )


